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宥楽苑と国主茶室主ロ庵
織固有楽斎 (1547~1621)は信長の実弟で茶の湯の創成

期に尾張国が生んだ大茶匠であり 、その生涯は波j闘に富

んでいた。有楽は晩年、武家を棄て京都建仁寺の正伝院

を隠棲ーの地とした。

如庵はその境内に元和 4年(1618)ころ建てた茶室であ

り、現存する国宝茶席三名席のーっとして茶道史上貴重

な遺構である。旧正伝院書院は如庵に連なる隠居所であ

り重要文化財に指定されているO 明治以降、これらの遺構

は各地を転々と したが、ょうやく有楽の生れ故郷に帰り

っき、安住の地を犬山に得て、「有楽苑」と名づけ後世に

残すことになった。

主ロ庵 (国宝)

柿茸の端正な外観を 示す この茶室

の内部は二畳半台目で床脇にウロコ

ー 板を入れ斜めの壁を作 って いるとこ

ろから「筋違いの|互Uといわれている。

古暦を腰J!I'iりにした暦貼り、竹を詰

め打ちにした有楽窓、捌口の位置等

|随所に独創的な工夫がこらされている。

しょうてんいん

旧正伝院書院 (重要文化財)
元利 4年如17ttに隣接して建てられ

た有楽斎の隠居所で入母屋造のiJ;;t:fU
な外観を示し、南側の 主室 は茶座敷

にもふさわしい構えとなっている 。

内部に残る長谷川等伯 ・狩野山 雪 な

どの襖絵は美術史上貴重な資料。

付んあん

え庵
有楽斎が大阪 ・天満に構えた茶室

を古図にもとづいて復元。三畳台目

の茶室内部は奥に深い間取りで、 亭

主床と呼ばれる床構えになっている。

乙う あん

5ム庵
苑内で四季折々催される茶会のた

めに新築された茶 n官 。 Jt.~ft居は水琴窟

とよばれる仕掛で、反科する水音が

琴のように風雅な音色を奏でる 。

※建物内部は平常非公開とな っております。
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有楽苑 干484-0081 愛知県犬山市御門先 1番地

TEL・FAX(0568) 61-4608 

名鉄犬山ホテル

干484-0082 愛知県犬山市犬山北古券107-1 

TEL (0568) 61-2211 

国宝茶室会ロ庵



宥 楽苑 案内 i罰

① え庵中門

② 勝村康車干旧蔵右燈第

③易宿戸H2222努(;l努長銀了。
④ づ寄与存椿

⑤ ひとつばた ご

@ 旧五千引完誉院

も萱FH
⑬ 膝 原 膜 房 旧 蔵 右 域 第

@ 安ロ庵

。 露地

⑬ 宥楽好み井筒 説 !話料す

⑫金品会長 裂を肝ーより

③ 茶花園 星雲認喜一花を

@ 待合

@ え庵
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⑦ 含 翠 門

③ 後来寺唐門 112iii?7225議長L

⑤観4 寺!日蔵十三重層塔

@省高益
。ネ暴走主
@ ヲム庵

⑬ 築地塀 IEI正伝院の地境を示す。
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